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研究科 配布数 有効回答数 回収率 全体に対する割合
人 文 社 会 科 学 256 59 23.0% 12.6%
ビ ジ ネ ス 科 学 56 15 26.8% 3.2%
数 理 物 質 科 学 126 48 38.1% 10.2%
システム情報工学 221 86 38.9% 18.3%
生 命 環 境 科 学 116 49 42.2% 10.4%
人 間 総 合 科 学 487 190 39.0% 40.4%
図書館情報メディア 60 22 36.7% 4.7%
不 明　（ 無 回 答 ） 　 1 0.2%
合　　計 1322 470 35.6% 100.0%
表2.2　年齢階層別回答者数
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 無回答 合計
13 121 175 126 33 2 470
2.8% 25.7% 37.2% 26.8% 7.0% 0.4% 100.0%
30
表2.3　職位別回答者数
教授 助教授 講師 助手 準研究員 その他 無回答 合計
155 140 120 26 20 8 1 470











1 2 3 4 5 6 7 無回答 合計
人文社会科学
45 4 0 6 0 0 0 4 59
76.3% 6.8% 0.0% 10.2% 0.0% 0.0% 0.0% 6.8% 100.0%
ビジネス科学
13 1 0 0 0 0 1 0 15
86.7% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 100.0%
数理物質科学
44 0 1 0 0 0 0 3 48
91.7% 0.0% 2.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 100.0%
システム情報工学
70 0 1 0 5 0 2 8 86
81.4% 0.0% 1.2% 0.0% 5.8% 0.0% 2.3% 9.3% 100.0%
生命環境科学
45 1 0 1 0 0 0 2 49
91.8% 2.0% 0.0% 2.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.1% 100.0%
人間総合科学
162 6 0 4 3 1 3 11 190
85.3% 3.2% 0.0% 2.1% 1.6% 0.5% 1.6% 5.8% 100.0%
図書館情報メディア
19 0 0 1 0 1 1 0 22
86.4% 0.0% 0.0% 4.5% 0.0% 4.5% 4.5% 0.0% 100.0%
不明
（無回答）
1 0 0 0 0 0 0 0 1
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
合計
399 12 2 12 8 2 7 28 470
84.9% 2.6% 0.4% 2.6% 1.7% 0.4% 1.5% 6.0% 100.0%








































































































　　z Science Direct, Blackwellのサーバで論文を検索し、一次情報にアクセスする。






　　z Web of ScienceからOPACのリンクがある。（ただし、雑誌名までのリンク）
　［SFX導入後］： 一つの電子ジャーナルやデータベースの検索結果を起点として、他の論文へリンクされて
いる状態































































　　z OAI-PMH, DCMES, Application Profile
　　z OpenURL, Link Resolver（Open resolver etc.）
　　z SRU/SRW, Web Service（SOAP, WSDL, UDDI）
　　z Semantic Web（OWL, SKOS）
　これらの技術を組み合わせ、うまく汎用性の高いモジュールが開発できれば、他大学の図書館システムや
国立情報学研究所システムとの相互接続が容易になるだろう。
4．おわりに
　ニーズがあるからシステムができるのか、システムができたからニーズが生まれるのか。機関リポジトリ
は明らかに後者を狙うしかない。「機関リポジトリが何なのかが分からない」という声に対して、説明や広
報だけでは不十分である。百聞は一見にしかず、機関リポジトリの姿をまず見せることである。ただし、下
手に見せると逆効果にしかならないので、どう見せるか十分な検討が必要である。機関リポジトリを単独で
見せることはせず、利用者は何を望むのかという視点にたって、図書館サービス全体の中で位置づけること
が重要である。個々のコンテンツ、個々の機能に限定して論じても意味がない。図書館はコンテンツの集合
体であるコレクション、機能の集合体であるシステムで勝負である。リソースオーガナイザはその具体的な
かたちである。
